
 

 

プロセッサーオプション 
インストール手順 
HP ProLiant DL580 Gen8サーバー用 
 
 
 

 

 

概要 
このカードでは、プロセッサーとヒートシンクの取り付け手順について

説明します。 
 

キットの内容 
• プロセッサー 

• ヒートシンク 

• 本書 
 

取り付けのガイドライン 
このサーバーは最大4基のプロセッサーをサポートします。プロセッ

サーを取り付ける際には、次のガイドラインに従ってください。 

• プロセッサーソケット1には必ずプロセッサーを取り付けてくだ

さい。ソケット1にプロセッサーが取り付けられていない場合、

サーバーは正常に機能しません。 

• PCIeボードを取り付けるときは、以下の表に示すPCIeボードとプ

ロセッサーの格納規則に従います。 
 

PCIe 
スロット 

説明 プロセッサー メモリカート 
リッジ 

1 - FL/FH PCIe3* x16
（16、8、4、
2、1） 

プロセッサー4 メモリカート 
リッジ 7および8 

2 - FL/FH PCIe3* x16
（16、8、4、 
2、1） 

プロセッサー4 メモリカート 
リッジ 7および8 

3 - FL/FH PCIe3* x16
（16、8、4、 
2、1） 

プロセッサー3 メモリカート 
リッジ 5および6 

4 - FL/FH PCIe3 x16 
（8、4、2、1） 

プロセッサー3 メモリカート 
リッジ 5および6 

5 - FL/FH PCIe3 x16 
（8、4、2、1） 

プロセッサー3 メモリカート 
リッジ 5および6 

6 - FL/FH PCIe3* x16 
（16、8、4、 
2、1） 

プロセッサー2 メモリカート 
リッジ 3および4 

7 - FL/FH PCIe3 x16 
（8、4、2、1） 

プロセッサー2 メモリカート 
リッジ 3および4 

8 - FL/FH PCIe3 x16 
（8、4、2、1） 

プロセッサー2 メモリカート 
リッジ 3および4 

9 - FL/FH PCIe3 x16* 
（16、8、4、 
2、1） 

プロセッサー1 メモリカート 
リッジ 1および2 

 

FL/FH = フルレングス/フルハイトPCIeボード 
HL/FH = ハーフレングス/フルハイトボード 
すべてのPCIeコネクタは最大75 Wまで供給が可能です。 
*横幅が2倍の高電力PCIカード（最大300 W）は、補助電源ケーブルを

使用してこれらのスロットで使用できます。 
 

プロセッサーの取り付け 
プロセッサーとメモリは、サーバーの前面からアクセスできるドロワー

に格納されています。プロセッサーとメモリを取り付けたり交換したり

するために、サーバーをラックから引き出したり、取り外したりする必

要はありません。 
  

 警告：プロセッサーメモリドロワーを取り付けるまたは取

り外す際は、十分に注意してください。装備完了後は、プ

ロセッサーメモリドロワーが非常に重くなります。 
  

  

 注意：サーバーの誤動作や装置の損傷を防止するために、

マルチプロセッサー構成では、必ず、同じ製品番号のプロ

セッサーを使用してください。 
  

  

 重要：以前より速度の速いプロセッサーを取り付ける場合

は、プロセッサーを取り付ける前に、システムROMをアッ

プデートしてください。 
  

  

 重要：システムのBIOSをアップデートしてから、プロセッ

サー生成アップデートをインストールしてください。 
  

コンポーネントを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

1. システムROMを更新します。 

HPのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/supportから、最新バー

ジョンのROMを検索してダウンロードします。システムROMを

更新するには、Webサイトの指示に従ってください。 

2. すべての電源の取り外し： 

a. 各電源コードを電源から抜き取ります。 

b. 各電源コードをサーバーから抜き取ります。 

3. プロセッサーメモリドロワーの輸送用ネジが取り付けられている

場合は取り外します。ネジは、将来使用できるように保管してお

いてください。 

 
4. リリースレバーのボタンを押します。 

5. ハンドルを下げ、リリース ラッチに引っかかるまでサーバーから

プロセッサーメモリドロワーを引き出します。 
  

 警告：プロセッサーメモリドロワーの重量は11.3 kgを超え

ます。プロセッサーメモリドロワーの取り外しや交換の際

には、十分に注意してください。 
  

6. プロセッサーメモリドロワーをしっかりと持ち、リリースボタン

を押してサーバーからドロワーを取り外します。 

 
7. プロセッサーメモリドロワーのカバーを取り外します。 

 
  

 注意：プロセッサーソケットのピンは、非常に壊れやすく

なっています。ピンが壊れると、システムボードの交換が

必要になる場合があります。 
  

8. 示されている順序でプロセッサーの各ロック用レバーを開き、プ

ロセッサー固定用ブラケットを開きます。 
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9. 透明なプロセッサーソケットカバーを取り外します。プロセッ

サーソケットカバーは、将来使用できるように保管しておいてく

ださい。 

 
10. プロセッサーを取り付けます。プロセッサーの両側にあるプロ

セッサー取り付けガイドを目で確認しながら、プロセッサー固定

用ブラケットにプロセッサーを確実に固定します。システムボー

ドのピンは、非常に壊れやすく、簡単に損傷します。 

 
  

 注意：システムボードのピンは、非常に壊れやすく、簡単

に損傷します。システムボードの損傷を防止するために、

プロセッサーまたはプロセッサーソケットの接点には触れ

ないでください。 
  

11. プロセッサー固定用ブラケットを閉じます。プロセッサーがプロ

セッサー固定用ブラケットに正しく取り付けられている場合、ソ

ケットの前面でプロセッサー固定用ブラケットはフランジにか

かっていません。 
  

 注意：プロセッサーを押し込まないでください。プロセッ

サーを押し込むと、プロセッサーソケットやシステムボー

ドが損傷する場合があります。プロセッサー固定用ブラ

ケットの示されている部分のみを押してください。 
  

12. プロセッサー固定用ブラケットを押して正しい位置で固定し、プ

ロセッサーの各ロック用レバーを閉じます。プロセッサー固定用

ブラケットの示されている部分のみを押してください。 

 
13. ヒートシンクからサーマルインターフェイスの保護カバーを取り

外します。 

 
  

 注意：取り付け時や取り外し時にヒートシンクが傾かない

ように、2本のスプリング式ネジは、対角線上のネジを組み

合わせて（Xの字を描くように）緩めたり、締めたりしてく

ださい。ネジが折れて取れないよう、ネジを堅く締めすぎ

ないでください。システムの最大トルクは0.45 N m（4イ
ンチ/ポンド）に設定されています。 

  

14. ヒートシンクを取り付けます。 

 
15. プロセッサーメモリドロワーのカバーを取り付けます。 

16. プロセッサーメモリドロワーを取り付けます。 

17. 各電源コードをサーバーに接続します。 

18. 各電源コードを電源に接続します。 

19. サーバーの電源を入れます。 
 

以上で取り付けは完了です。 
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